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令和５年第６回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 菊地 浩二 １骨髄移植ドナ

ー助成制度と

骨髄バンク・

移植の周知に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）町には骨髄移植ドナー助成制度があるが、

制度創設の目的は 

２）この助成制度は骨髄提供者（ドナー）の

増加を図り、骨髄移植等を推進する役割

を果たしているか 

３）骨髄移植ドナー助成制度の対象者で「ド

ナー休暇制度を設けている企業・団体等

に属していない人」としている理由は 

４）町の条例上、職員が骨髄移植を行った場

合、特別休暇の期間に上限はあるか 

５）ＤＬＩ(ドナーリンパ球輸注療法)事前検

査及び採血は特別休暇の対象となるか 

６）三芳町骨髄移植ドナー助成費交付申請書

兼請求書で申請する際に骨髄バンクが発

行する証明書が必要になるが、これまで

の申請書では最初の検査から移植完了後

の健康診断までおおよそ何日くらいの日

数が必要となっているか 

７）町の助成制度では骨髄等の提供に係る通

院または入院、面接１日につき２万円×

日数としている。 

①１日２万円の積算根拠は 

②１回の提供につき上限７日としている理

由は 

③最終決定前に家族の同意が必要となる

が、家族分の助成は積算のなかにあるか 

④結果的に骨髄提供まで行かなかった場合

でも検査日数等に応じての助成は必要で

は 

８）令和５年９月末時点で骨髄バンクドナー

登録者は５４万８６９１人だが、４０

代・５０代の登録者が多いためこのまま

の状態では１０年後の登録者数は半減す

ると言われている。若い世代など多くの

方々に登録していただくことが全国的な

課題となっているが町としては登録者を

増やすことについてどのような認識か 

９）「若い世代にとっては金銭的に余裕がな

く、仕事を休む補償があるかどうかはと

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

総務課 

 

 

 

健康増進課 
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２ＨＰＶワクチ

ンの男性接種

について 

ても大切で、助成制度や休暇制度はドナ

ー登録の背中を押すきっかけとなる」と

いう意見がある。三芳町独自の助成制度

の上乗せは 

１０）苫小牧市では市の職員が「ドナー休暇

制度を導入しないか」と市内の中小企業

に打診し、導入となった事例がある。三

芳町でも町内企業への働きかけはいかが

か 

１１）町の住民がドナー登録を希望した場合

に、いつどこでどのようにして登録でき

るか、町は周知しているか 

１２）登録は２ミリリットルの血液が必要と

なるが、団体が役場で行っている献血の

際に希望者は登録できるようにならない

か 

 

１）ＨＰＶワクチン接種事業の目的は 

２）子宮頸がんの撲滅に世界各国が取り組ん

でおり、イングランドでは２０４０年ま

でに、オーストラリアでは２０３５年を

目標としている。現在のＨＰＶワクチン

接種事業で撲滅は可能と考えるか 

３）現在日本で受けられるＨＰＶワクチンの

種類は 

４）ＨＰＶワクチンの男性接種の有効性をど

のように考えるか 

５）ＨＰＶワクチンを公費で接種できるのは

対象年齢の女性に限られるが、ＨＰＶで

は男性も癌にかかる。接種対象を女性の

みとしている理由は 

６）東京都２３区内の区では既に男性の接種

費用を助成している事例もあり、この９

月に都知事は女性だけでなく男性も接種

がすすむよう市区町村への支援を検討す

るとした。近い地域のなかで地域間格差

が生まれることを町はどのように考える

か 

７）三芳町でも国に先行してＨＰＶワクチン

の男性接種助成はいかが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

 

２ 桃園 典子 １寄りそう子育

て支援につい

１）伴走型相談支援について 

①相談支援から見える妊産婦のニーズは 

健康増進課 
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て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ＣＯＣＯＬＯ

プランに基づ

く町の教育支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②妊産婦の継続的な相談支援につながって

いるか 

２）産後ドゥーラ等育児支援者育成支援事業

について 

①事業の利用状況は 

②資格取得後の活動のＰＲが重要と考える

がどうか 

３）産後ドゥーラによる育児支援・家事援助

サービス利用補助事業について 

①利用状況は 

②一般的な家事・育児支援との違いは何か 

③事業についての認知状況をどう捉えてい

るか 

④利用料に対して現在の補助額で充分か 

⑤県の子育て支援関連の交付金を活用はで

きないか 

⑥孤育てへの支援や心理的サポートのため

にも、産後ドゥーラによる育児・家事支

援が利用しやすいように利用補助額を拡

充してはどうか 

 

１）不登校児童生徒の保護者への支援につい 

  て 

 ①不登校児童生徒の保護者への支援はどの

様に行っているか 

②ＣＯＣＯＬＯプランでは親の支援の重要

性が示されているがその点についての町

の考えは 

③不登校児童生徒の保護者が集い懇談や情

報交換できる機会を設けてはどうか 

④保護者の集う機会にスクールカウンセラ

ーやスクールソーシャルワーカーを派遣

して相談支援できる体制を構築してはど

うか 

２）学びの保障について 

 ①通級指導教室について 

  ア 通室待機児童はいないか 

  イ 言語指導の教室が設置されていない

理由は 

  ウ 言語指導を必要とする児童数の掌握

はしているか 

  エ 通級での学びを必要とする児童が、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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３若者の出会い

の機会の創出

について 

 

通室出来ない場合の支援はどのよう

に行われているか 

 ②通級での学びを必要とする児童への支援

として、通級指導教室の増室に向けた取

組みや、児童発達支援センターでの外来

言語指導の利用拡充をしてはどうか 

３）教育大綱について 

 ①ＣＯＣＯＬＯプランに基づく新たな取組

みはあるか 

 ②こども家庭庁のもと各課横断型の支援が

重要となっているが今後策定される教育

大綱にはどう反映されるか 

４）子ども政策充実のためには各課に渡る政

策検討や体制構築を進める専門部署の設

置が必要と考えるがどうか 

 

１）町の出生数増に向けた取組みはあるか 

２）出生数が増えない要因をどう捉えている 

  か 

３）埼玉県事業「恋たま」への町民参加の状

況は 

４）埼玉県事業「恋たま」の登録自治体とな

り、若者世代の出会いの機会創出や出生

数増に取組んではどうか                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

 

教育長 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

町長 

３ 吉村美津子 １北永井児童館

の存続につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）「子どもの居場所」が求められている現在、

町の責務である「子どもの健全育成」の

責任を果たすために、北永井児童館は、

大切な施設・役割である。町長はどのよ

うに捉えるか 

２）公共施設マネジメント基本計画では、北

永井児童館は廃止を検討とあるが、存続

も検討すべきでは 

３）中央公民館において機能を補完、藤久保

地域拠点施設への機能移転とあるが北永

井児童館と同等の役割が果たせるのか 

４）町長は「同基本計画は何年もかけて、住

民の皆さんの意見を聞きながら作った計

画」との答弁だったが、北永井児童館に

ついてはどのような意見だったのか 

５）子どもたちの声からは、同児童館は愛さ

れ、利用されていることがうかがえる。

存続させるべきでは 

町長 

こども支援課 
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２家庭への水道

料金の基本料

金免除をあと

半年間継続す

べきことにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３緑の保全につ

いて 

 

 

 

 

 

 

４（仮称）三芳バ

ザール賑わい

公園構想より

も福祉施策の

向上について 

 

５介護保険料の

値上げはしな

いことについ

て 

 

 

１）一般家庭への基本料金の半年間免除を実

施した場合の支出額は 

２）経営戦略では浄水場整備費は２０２３年

度約３億円、２０２４年度も約３億円と

なっている。その後は単年度約４千万円

の支出額と捉えてよいか 

３）鋳鉄管からポリエチレン管の布設替えを

行うが、完成までの期間はどの位を考え

ているか 

４）耐用年数は 

５）経営戦略では内部留保資金は２０２３年

度１０億円程度を見込んでいる。２０２

３年度の当初予算に関する説明書では１

２億円である。住民は物価の高騰などで

生活が厳しくなっている。暮らしを守る

ために半年間の家庭への基本料金免除を

続けるべきでは 

 

１）三富新田の保全の計画は 

 

２）平地林の保全策の一つとして、先買い制

度を創設するべきでは 

３）当町で相続税が高いと住民の声がある。

担当課はそのような声を聴いているか 

４）相続税軽減策を国へ要望すべきでは 

 

１）パブリックコメントを町長はどのように

捉えているのか 

２）１８歳までの医療費無料化の実施は 

３）学校給食費の半額補助は 

４）補聴器購入への補助は 

 

１）低所得者に対する保険料対策はどのよう

に考えているか 

２）応能負担割合について 

３）保険給付費準備基金の利用などで値上げ

は、すべきではないがどうか 

 

町長 

上下水道課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

観光産業課 

環境課 

 

観光産業課 

 

環境課 

 

町長 

総合調整幹 

こども支援課 

学校教育課 

福祉課 

 

町長 

健康増進課 

４ 牛丸 藍子 １公園の管理に

ついて 

 

 

１）公園の巡回・日常点検・定期清掃につい

て 

①巡回及び日常点検の頻度は 

②何名体制か 

都市計画課 
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③点検項目の内容は 

④敷地外からの目視ではなく、公園敷地内

に入って点検しているか 

⑤令和元年１２月定例会一般質問では公園

台帳・保守台帳は整備中との答弁があっ

たが、現在は整備が完了しているか 

⑥令和元年１２月定例会一般質問の答弁

に、子ども広場は行政区、公園はシルバ

ー人材センターに委託して週３回の清掃

が行われていると答弁があったが、現在

の委託先・回数はどうか 

⑦公園の敷地外（外周の道路・落ち葉や土

埃による排水マスの詰まり確認等）の管

理については基本的な点検項目に含まれ

ているか 

⑧落葉樹の多い公園周辺は詰まり予防に有

効な対策は行われているか 

２）公園内の除草・植栽と樹木の管理につい

て 

①誰が行っているか 

②作業の頻度は 

③藤棚はどのような事に留意してメンテナ

ンスされているか 

④藤棚の足元の根や公園内に植えられてい

る樹木の根が隆起していて転倒の危険が

ある場所がある。周辺の土を足して埋め

るなどの対策が必要と考えるがいかがか 

⑤近年ナラ枯れの報告も増えているが対処

の進捗状況は 

３）害虫対策について 

①蚊が大量発生している公園もあるが、町

として防除対策は行っているか 

②過去５年の公園のスズメバチ駆除件数は  

③過去５年の町内在住者のスズメバチ駆除

費用補助金請求の件数は 

④所有者と連絡の取れない住居や土地に巣

がある時の費用負担はどうなるのか 

⑤町のスズメバチ対策の現状と今後の展望

は 

４）公園内の看板・張り紙について 

①張り紙等掲示物の状態確認については巡

回時の点検項目に含まれているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境課 

 

 

 

 

 

都市計画課 
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②少数ではあるが故障した設備に私製の張

り紙がされている事がある。注意喚起は

町が責任をもって掲示すべきと考えるが

いかがか 

③唐沢公園内の看板が日光・風雨による劣

化で読み難くなっている。看板の内容は

明確に表示されるものであるべきと考え

るが、一部しか補修されていない理由は 

５）砂場の衛生管理について 

①砂場の衛生管理は現状どのような方策を

取っているか 

②砂場の砂の更新の頻度は 

③抗菌砂を採用しているか 

④糞尿による汚染防止のためにも猫除けネ

ットや犬猫侵入防止柵が必要と考えるが

いかがか 

６）１０月２７日に確認した遊具の現況と安

全管理について 

①ブランコの使用により、真下の地面が削

れてしまうため土を入れてほしいという

要望が定期的にあると考えられるが、担

当課で即時の対処は可能か 

②新開公園で大型遊具が使用禁止・立入禁

止になっていたが禁止の開始時期・今後

の点検・使用可能時期のスケジュールは 

③唐沢公園の大型遊具、ロープ登りの表面

が剥がれている。相当期間経過している

ように見受けられるが、長期間修繕され

なかった理由は 

④同遊具の柱に亀裂が見られる。使用禁止

になっていなかったが、安全性に問題が

ないと確認されていたか 

７）その他公園内の工作物について 

①新開公園入口の車止め右側が地面に接地

しておらず浮いており、左側は斜めに傾

くなどぐらつきがある事を確認した。最

近発生した不具合ではないと見受けられ

るが、日常点検ではどのように扱われて

いたか 

②今後も遊具や設備の劣化で即時に対応で

きないケースでは不足のない注意喚起が

必要と考えるがいかがか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 
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２町立小中学校

ＰＴＡの入退

会手続きにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③新開公園内に設置されている竣工記念碑

は柵で囲われているが、人が通れる隙間

がある上、低い柵のため子どもが容易に

入れてしまう。また、石碑も子どもが上

がれる高さの台の上に設置されており、

危険である。倒壊のリスクを考えると人

が入れない高さのフェンスで囲むなどの

安全対策が必要と考えるがいかがか 

④唐沢公園内の水栓の排水の詰まりが確認

されている。故障の報告から何日程度で

修繕可能か 

８）行政区が清掃協力している子ども広場に

ついて 

①行政区が清掃協力している子ども広場は

何か所あるか 

②行政区の清掃活動の状況を町はどのよう

な形で把握しているか 

③高齢化や行政区加入者減少により清掃活

動の継続が難しくなっている所もある事

を町は把握しているか 

④行政区による清掃活動協力の継続が難し

くなった場合、他にどのような選択肢を

想定しているか 

９）住民が望む公園として、大きな道路を渡

らずに行ける徒歩圏の公園が、近年見直

されている。小さい公園について町はど

のようなビジョンを持っているか 

 

１）全校においてＰＴＡが任意加入である事

を保護者に説明・周知されている事が確

認できているか 

２）全校ＰＴＡにおいて入会届および退会届

が整備されている事が確認できているか 

３）整備されていない場合、何を以てどの保

護者が会員或いは非会員であると把握し

ているのか 

４）教職員についても加入・非加入の意思確

認は行われているか 

①どのような手法で確認されているか 

 ②各人の加入非加入の意思は尊重されてい

ると考えてよいか 

５）ＰＴＡ会費は学校徴収費の引き落としと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

学校教育課 
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３学校が寄付・寄

贈を受けた際

の寄付採納手

続きについて 

は分離した取り扱いがされているか 

 

１）学校がＰＴＡ・その他有志団体或いは個

人から寄付を受ける際に必要な手続きの

流れはどうなっているか 

２）学校が寄付を受けたにもかかわらず、町

が把握していないという事はあってはな

らないと考えるが教育長の認識はいかが

か 

３）公費負担が原則であるものは寄付を受け

入れるべきではないが、学校のカーテン

クリーニング費用・除草の外注費用・学

校設備の修繕費負担等、公費負担すべき

ものであるにもかかわらず寄付を受けた

ものはあったか 

４）ＰＴＡ側からの善意の寄付の申し出があ

った際に適切に扱われるよう、公費と私

費の負担区分を明確にし、学校規模や会

員数で教育環境に差が出ないよう学校の

環境整備においては不足のないよう公費

を充てるのが望ましいと考えるが町長の

見解は 

 

 

学校教育課 

 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課 

 

 

 

 

 

町長 

学校教育課 

５ 小松 伸介 １町民の命と財

産を守る施策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）ＡＥＤ及び応急手当普及員等、当町の状

況について 

①厚生労働省公開の「ＡＥＤの適正配置に

関するガイドライン」に基づく町内のＡ

ＥＤ設置内訳は 

②上記の内、屋外設置されているものは 

③どのようにＡＥＤの設置状況を把握して

いるか 

④施設内でのＡＥＤ設置場所の周知状況は 

⑤応急手当普及員数の状況は（公共施設・

学校・民間） 

⑥過去３年間の救命処置が必要となった件

数は 

２）ＡＥＤを使用した救命救急訓練状況等に

ついて 

①公共施設等での実施状況、実施頻度及び

参加状況は 

ア 庁舎、公民館、文化会館、総合体育

館等 

イ 小中学校、保育所等 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

総務課 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

学校教育課 

こども支援課 
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２デフリンピッ

クについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ロケーション

サービス等に

ついて 

 

ウ 集会所 

②民間施設での訓練実施状況は 

③公共施設において職員・教職員が万が一

の際、救命処置を行える体制が構築され

ているか 

３）今後の取組みについて 

①ＡＳＵＫＡモデルを参考に 

ア 教職員を対象に応急手当普及員講習

の受講は 

イ 児童生徒を対象にＡＥＤを含む救命

講習実施は 

ウ 保護者を対象にＡＥＤを含む救命講

習実施は 

エ さいたま市作成のような児童生徒事

故等危機管理対応マニュアルの作成

は 

②応急手当普及員の拡充に対する考えは 

 

③集会所や学校等、公共施設にＡＥＤ付自

動販売機等、屋外 AEDを設置する考えは 

 

④ＡＥＤの設置場所を掲載した広報の特集

ページの検討は 

 

１）マレーシアデフリンピック協会と協定に

至った経緯は 

２）この意義をどう捉えているか 

３）今後どのような支援や交流を行っていく

予定か 

４）町民の意識醸成をどのように図っていく

のか 

５）トレーニングキャンプ協力に当たり、各

施設をしっかり整備すべきでは 

 

１）現在どのような運営やＰＲを行っている 

  か 

２）効果や課題をどう捉えているか 

３）対象施設の拡大についての考えは 

４）民間企業と協力して効果的な運用を図る

等、ロケーションサービス事業の更なる

拡充についての考えは 

５）淑徳大学に新たな学部が創設されている

自治安心課 

自治安心課 

総務課 

学校教育課 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

自治安心課 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

教育総務課 

自治安心課 

 

 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

観光産業課 

 

 

 

町長 
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が、大学や企業との協力も図りながら三

芳町の魅力を更に PRしては 

６ 林 善美 １ヤングケアラ

ー支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教育に関する

課題について 

 

 

 

 

 

 

 

１）ヤングケアラーに対する町の考えは 

２）ヤングケアラーを管轄する窓口はどこか 

３）ヤングケアラーの実態を把握できている 

  か 

４）実態把握から支援に繋げる体制はできて

いるか 

５）三芳町で行ったアンケートの結果は 

６）アンケート結果は共有されているか 

７）(仮)三芳町ケアラー支援条例制定を検討

してはどうか 

 

１）通級指導教室について 

①通級指導教室の通室状況は 

②現状に対して 1校のみの設置で対応でき

ていると考えられているか 

③中学校に通級指導教室がない理由は 

④中学校に進学する際の対応は 

⑤小学校への増室、中学校への新設の検討 

 は 

２）児童生徒の不登校について 

①不登校児童生徒がいる現状をどのよう 

に認識されているか 

②文部科学省から示された「令和４年度児

童生徒の問題行動の調査結果に対する認

識は 

③調査結果を受けて、当町で取り組むべき

課題は 

④不登校・いじめ緊急対策パッケージに対

する認識は 

⑤「どこにもつながっていない児童生徒に

支援を届ける」とは具体的にはどのよう

なことが考えられるか 

⑥専用窓口の設置を検討してはどうか 

⑦不登校児童生徒の保護者を対象とした学

習会や保護者会の実施の検討状況はどう

か 

⑧不登校となる前から支援も重要である。

児童生徒のＳＯＳを逃さないためにも、

ＮＰＯ法人等が提供している児童生徒の

メンタルチェックリストを活用するなど

こども支援課 

 

 

 

 

 

教育センター 

 

町長 

こども支援課 

 

教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 
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の検討は 

⑨愛知県が実施している「ラーケーション

の日」のように学校に登校しなくても欠

席とならない日を設けてはどうか 

 

教育長 

７ 久保 健二 １小・中学校体育

館の空調（エア

コン）設置整備

について 

 

 

 

 

 

２町民からの声、

町の課題、安全

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）９月定例会以降の進捗状況について 

①基本設計等、進捗状況は 

②対象となる補助金は 

２）９月定例会以降の協議について 

①協議内容は 

②教育委員会や学校等への周知は 

③関係者からの声は 

３）今後の計画、進め方は（実施設計等） 

 

１）スケートボード滑走エリアについて 

①スケートボード滑走エリアの整備計画を

含めた進捗の状況は 

②今後の進め方等、予定は 

２）黄色の鉄のポールについて 

①撤去の予定は 

②地域住民、通行利用者への説明や対応は 

３）工事業者の施工等から生じているトラブ

ルについて 

①住民とのトラブルに対し町の対応は 

②予算の積算の仕組みは 

③工期期間の決め方は 

４）住民要望があった横断歩道設置整備につ

いて 

①鶴瀬駅西通り線の横断歩道設置の進捗状

況は（藤久保地域） 

②幹線１０号線、１１号線の変則交差点部

分の安全対策整備及び横断歩道設置整備

の計画は（上富地域） 

③幹線１０号線、１２号線のＴ字路部分の

安全対策整備及び横断歩道設置整備の計

画は（上富地域） 

④横断歩道設置の基準は（町内全域） 

⑤基準に満たしていない設置個所の見直し 

 は 

５）関越自動車道に設置されている防音壁に

ついて 

①騒音対策として防音壁の延長整備は 

②今後の対応、対策、地域住民への説明は 

町長 

教育長 

教育総務課 

 

 

 

 

 

 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 13 

 

３防犯カメラの

管理・運用につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

４正式な名称に

ついて 

 

１）庁舎を含めた公共施設、また公民館等施

設の映像データ等の管理について 

①庁舎を含めた防犯カメラ設置個所の映像

データ等の管理はどのようにされている

のか 

②運用規約や定期的なデータの確認等、ガ

イドライン等で定められているのか 

③映像が撮れていない、日付に誤りがある

等、過去にトラブルはなかったか 

 

１）姉妹都市として交流しているマレーシア 

ＰＪ市の正式な市の名称について 

①現地ＰＪ市の職員（３人）に確認したと

ころ、町が言い続けてきた「ぺタリング・

ジャヤ市」という市はなく、「ぺタリン・

ジャヤ市」が正しいとのこと。間違いは

すぐに正すべきではないか 

②なぜ間違っているとわかっていながら使

い続けるのか 

 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

自治安心課 

 

 

公民館長 

 

町長 

教育長 

秘書広報室 

 

 

 

８ 長野真寿美 １帯状疱疹ワク

チン予防接種

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）帯状疱疹の予防には、主に５０歳以上の

方を対象としたワクチンがある。ワクチ

ンを接種することにより、病気に対して

の免疫力が高められる。そして、病気の

発症や重症化を抑えることが期待できる

が、ワクチンの周知と接種の推進は進ん

でいるのか 

２）ワクチンについて町の認識はどうなのか 

３）町民の健康を守るという観点からワクチ

ンの助成金についてはどう考えているの

か 

 

１）通級指導教室について 

①三芳町には、言語指導を行う教室が設置

されていないがどのように考えているの

か 

②必要とする児童生徒はどの位の人数がい

るのか 

③言語指導が必要な児童生徒に対して、教

育委員会はどの様に対応しているのか 

④今後、言語指導ができる通級指導教室の

設置を考えているのか 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育センター 
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３ファミリー・サ

ポート・センタ

ーについて 

２）教育相談について 

①スクールカウンセラーや臨床心理士は、

週に何回来るのか 

②現状の回数で、対応できるのか 

 

３）中学校部活動の地域移行について 

 ①部活動の地域移行への背景と概要は 

②休日の部活動の地域移行の現状での取り

組みや課題はどうなのか 

③教員はどの様に考えているのか 

④今後の方向性はどの様に考えているのか 

 

１）何人の職員で運営しているのか。 

２）研修等は受けているのか 

３）マッチングはどの位の件数があるのか 

４）ファミリー・サポート・センターが庁舎

内にある方が利便性がよさそうだが、考

えたことがあるか 

５）サポートする側が少ないと聞いているが、

どのような努力をしているのか 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

９ 細田 三恵 １こぶしの里の

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２空き家対策に

ついて 

 

 

１）ほたる観賞について 

①令和５年９月に、提案型委託制度を活用

し、竹間沢こぶしの里のほたる育成事業

として募集を行った状況は 

②ガーデンツーリズムとして「オープンフ

ォレスト～里山を歩く～」でもこぶしの

里のＰＲをしている。こぶしの里ほたる

観賞を継続していくための今後の計画は 

２）こぶしの里の今後の整備について 

①町道の整備の予定は 

②シルバー人材センターとの連携は 

③生物多様性の観点からこぶしの里の自然

を守る保全活動に力を入れるべきでは 

 

１）令和４年３月に策定された「三芳町空家

等対策計画」について 

①概要とこれまでの成果は 

②実態調査は継続的に行われているか 

③空き家の地域別数等はどうなっているか  

④「発生抑制」「流通・利活用」「適正管理」

などに関する対策で、過去３年間の相談

件数は 

町長 

政策推進室 

 

 

観光産業課 

 

 

 

 

道路交通課 

都市計画課 

町長 

 

 

町長 

自治安心課 
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２）空き家等に対する苦情の窓口体制と具体

的な対応方法はどうなっているか 

３）空き家の撤去費用やリフォーム費の一部

を補助する考えはあるか 

４）空き家等を定住・移住促進や企業活動支

援、地域づくり支援などへ積極的に利活

用すべきと考えるがどうか 

５）当町での「空き家バンク」活用の考えは

ないようだが、どの様な理由か 

６）税金等の納付について 

①長期間空き家状態の町独自の固定資産税

の見直し等は 

②空き家の相続人が不明の場合の措置はど

のようになるのか 

③相続人が相続の意思がない場合はどう対

応するか 

７）当町の空き家対策についての問題点をど

のように捉えているか 

８）空き家の発生予防について 

①当町における空き家予備軍（高齢者単身

世帯）は、何世帯あるか。 

②埼玉県で行っている司法書士、行政書士

が講師の「相続おしかけ講座」の周知と

活用をしてはどうか 

 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

税務課 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

福祉課 

 

自治安心課 

１０ 池上 義典 １農地等に繁茂

した雑草につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）雑草除去の条例があるが、目的に「雑草

が設置されているため」とあるが、雑草

の設置とはどのようなことか 

２）農地の雑草が放置をされている件数は 

（令和５年１１月末現在） 

３）農地に繁茂した雑草が放置されている状

況をどう捉えているか 

４）農地及び空き地が管理不善の状態にある

ときは、土地の所有者に対し、雑草の措

置について指導助言できるが、どのよう

にしているのか 

５）指導助言を行ったが管理不善の状態にあ

るときは、所有者に対し雑草の除去につ

いて必要な措置を勧告することができる

が、勧告をしたことはあるか 

６）勧告を受け履行しない場合は、雑草の除

去について必要な措置を命令することが

できる。命令をしたときは、速やかに履

町長 

観光産業課 
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２竹間沢の土地

利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３保育園や幼稚

園への送り迎

えの負担軽減

について 

 

行しなければならないとあるが、命令を

したことがあるのか 

７）繁茂した雑草により近隣の畑に迷惑や交

通安全が確保できない箇所があるが、ど

のように考えているか 

８）歩道などに雑草が生い茂り歩行者などへ

の妨げになっている箇所もあるが、安全

性をどう考えるか 

 

１）竹間沢通西地区の土地利用について 

①土地区画整理の一般的な流れは 

②三芳町竹間沢通西地区区画整理組合設立

準備会が令和４年１１月に設立している

が、今までの推移は 

③現在の区画整理への同意人数割合は 

④現在の区画整理への同意面積割合は 

⑤工業系土地利用とあるが、竹間沢東のよ

うな土地利用になるのか 

⑥区画整理組合設立準備会が出来て１年に

なるが、今後どのように進めていくのか 

２）竹間沢・大井・勝瀬通り線について 

①竹間沢地区の都市計画道路の進捗は 

②竹間沢地区の都市計画道路の路線は計画

通り進むのか 

 

１）電動アシスト自転車の購入費補助を考え

てはどうか 

２）子ども、高齢者には自転車用ヘルメット

購入費に補助があるが、子ども、高齢者

それぞれ何人の申請があったか 

 （令和５年１１月末現在） 

３）子育て支援として保護者に対しても購入

費補助を考えてはどうか 

 

 

観光産業課 

道路交通課 

 

道路交通課 

 

 

 

町長 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

こども支援課 

自治安心課 

 

 

 

こども支援課 

１１ 細谷 光弘 １世界農業遺産

認定後の計画

について 

 

 

 

 

 

 

１）世界農業遺産認定後、どの様に野菜の価

格等に付加価値を付けて行くのか 

２）世界農業遺産認定後、農地転用などを含

めて地主の方々にはどのような影響があ

るのか 

３）認定後、農地や平地林（やま）の価値に

変化はあるのか 

４）認定前に農家に町長が説明していた、認

定されても規制や制約はないと言う説明

町長 

観光産業課 

 

 

 

町長 
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２町民の健康に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、認定後も変わらないと考えていいか 

５）川越市、所沢市、ふじみ野市のＨＰを見

ると、少し温度差がある様に思うが、今

後どういった連携をして行くのか 

６）ＳＤＧｓの観点からも、萌芽更新などで

平地林（やま）の伐採した樹木などにつ

いての再利用の考えは 

７）世界農業遺産認定で、町長はどのような

経済効果を町民や農家にもたらすと考え

ているか 

 

１）町民で、ここ１０年間で亡くなられた方

の人数は 

①１９歳～２９歳 

②３０歳～３９歳 

２）町民の健康を守るために町ではどのよう

な取り組みをしているか。 

①１９歳～２９歳 

②３０歳～３９歳 

３）特定健康診査一人当たりにかかる費用は 

４）アルバイトや勤務先等で健康診断を義務

付けられていない町民は、何人位いるの

か把握しているか（働いていない人も含

む） 

①１９歳～２９歳 

②３０歳～３９歳 

５）アルバイトや勤務先等で、健康診断を義

務付けられていない若い人達（１９歳～

３９歳）に対して、希望者には、町とし

て健康診断等に補助を受けられるように

すべきではないか 

６）国民健康保険に加入しているが、健康で

病院にもかかることなく過ごしている方

に対して、何かサービスを考えたらどう

か 

７）６５歳以上の第１号被保険者で介護保険

サービスを使っていない方に対して何か

記念品等を出す考えはあるか 

８）消防団員は、非常勤特別職の地方公務員

となるが、町として無料で健康診断を受

けられるようにすべきだと思うが町長の

考えは 

 

 

 

 

 

 

    

町長  

 

 

 

町長 

住民課 

 

 

健康増進課 

 

 

 

住民課 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民課 

 

 

 

健康増進課 

 

 

町長 

総務課 

自治安心課 
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３金属ヤードや

資材置き場等

のヤード問題

について 

 

 

 

 

１）千葉市などに続いて、さいたま市が１２

月議会で規制条例を示す予定となってい

るが、規制が出来た所から、規制条例が

無い所に業者の移動が考えられるが、町

の対策はあるか 

２）本年１０月に埼玉県知事が、金属スクラ

ップ等の再生資源物の屋外保管及び処分

に関する法整備に係る要望書を環境大臣

へ出したが、町の考えに変化はあるか 

３）町内に金属ヤードや資材置き場等の「ヤ

ード」と呼ばれる事業所等が、現在どの

くらいあるか 

４）町長は前回（令和４年第４回）の議会で、

再生資源物を屋外保管する事業所等の規

制条例について、みよしフォレストシテ

ィ構想の中で考えて行きたいと答弁した

が、どこの部分がそうなのか 

５）現在他自治体では規制条例を作っている

ところが増えているが、町としては制定

するつもりはないのか 

 

町長 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

１２ 増田 磨美 １高齢者が安心

して生活でき

る町に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２藤久保地域拠

点施設整備等

事業について 

 

 

１）高齢者が安心して元気に過ごせる町にす

るために求められているものについて 

①コロナ禍後の高齢者の日常生活を阻害す

る要因は 

②地域住民と交流を考えるうえでも居場所

作りの面でも病院や子ども食堂などに協

力してもらえることを考えては 

③横のつながりのできるフレイル予防策 

の検討をしては 

④今、求められるケアマネジャーは 

⑤２０２５年の高齢化社会に向けて町の考

える施策は 

⑥高齢者が住民の理解を得て安心して住め

る町にするために条例等の検討は進んで

いるか 

 

１）藤久保地域拠点施設整備等事業の進捗状

況について 

①進捗状況は 

②設計のための各担当課との協議事項の内

容は 

町長 

健康増進課 

 

 

福祉課 

 

 

健康増進課 

 

 

福祉課 

 

町長 

 

 

 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 
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３ＷｉＦｉ環境

について 

 

 

③１１月１８日説明会の参加人数は 

④当日の意見、質問は 

⑤民間運営施設（カフェ）などの提案は 

⑥藤久保公民館は、帰宅困難者の一時滞在

施設となっているが、新施設での工夫は 

⑦令和５年度７月までのコンサルタントか

ら物価高騰に対するアドバイス等は 

⑧藤久保地域拠点施設整備等事業に対して

予算の見直しや変更などはあるか 

⑨藤久保小学校は地域の指定避難所となっ

ているが災害が起こった場合、現在と同

じに使えるのか 

⑩現在考えている変更点などはあるか 

⑪防災井戸の場所は決まったのか 

⑫防災井戸は工事中でも利用はできるのか 

⑬災害時の灯りは十分か 

⑭保護者や地域住民への説明は十分に行う

べきでは 

 

１）学校のＷｉＦｉ環境について 

①各学校のポータブルＷｉＦｉ数は 

②宿題や行事、授業の関係で家でもパソコ

ンなどが必要なことはあるのでは 

③コロナ禍などの他でも生徒・児童が必要

な時は家でも利用することはできるのか 

④学校体育館は災害時指定避難所になって

いるが利用可能か 

２）公共施設のＷｉＦｉ環境について 

①現在ＷｉＦｉの利用できる公共施設は 

 

 

 

②多くの人が学習やコミュニティの場所と

して利用する公民館にない理由は 

③公民館の用途を考えると設置が必要と思

うがどうか 

 

 

 

自治安心課 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

学校教育課 

 

町長 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

財政ﾃﾞｼﾞﾀﾙ推

進課 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

公民館 

 

町長 

１３ 本名 洋 １ナラ枯れ対策

について 

 

 

 

 

１）町内の被害状況は（具体的数字があれば

数字で） 

２）これまでの対策は 

３）倒木の危険性への対応は 

４）被害拡大は「武蔵野の落ち葉堆肥農法」

に影響は及ばないか 

町長 

環境課 
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２学校図書館の

充実について 

 

 

 

３女性支援新法

と男女共同参

画基本計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４土地利用規制

法に関する「特

別注視区域」指

定について 

５）平地林の更新など計画的な対策が必要で 

  は 

６）コナラ、クヌギ類など広葉樹の利用拡大

の可能性は 

７）カシノナガキクイムシの活動が鈍る時期

の対策が必要では 

 

１）学校司書の待遇は改善されたか 

２）学校図書館への新聞配置について 

 ①検討は行われたか 

②今後の方針は 

 

１）令和６年４月から施行される女性支援新

法をどのように計画に位置付けるのか 

２）現在、県は「埼玉県困難な問題を抱える

女性支援基本計画」（令和６年度～令和８

年度）を策定中だが本町の対応は 

３）来年の新法施行に伴う本町の来年度方針 

  は 

４）現在の本町における女性相談の体制は 

５）女性相談支援員を配置する考えは 

６）民間団体との協働は 

７）アウトリーチの体制は 

 

１）特別注視区域の指定について 

①住民や事業者への説明会は 

②広報掲載などの周知は 

２）国へ何らかの意見は述べたか 

３）埼玉県基地対策協議会への加入も必要で 

  は 

 

 

 

 

 

 

 

総務課 

教育長 

学校教育課 

 

 

町長 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

総務課 

 

 

町長 

１４ 光下 重之 １世界農業遺産、

日本農業遺産

認定及びガー

デンツーリズ

ムに登録され

た稀有な自治

体としての「都

市の品格」と町

長の令和６年

度の政策展開

について 

１）「品格」というキーワードから考えられる

自治体の取り組み等について 

①日本交通公社のコラム「品格ある観光、

節度ある観光、責任ある観光」について、

感想はどうか 

②自治体（金沢市、三鷹市、近江八幡市、

湯布院町）の取り組み、総合計画等にお

ける「都市の品格」について、特に金沢

市がうたっていることをどう考えるか 

③三芳町の品格を意識したことはあるか 

④令和５年度施政方針の序章等の中で、中

国古典の「易経」に始まって実に様々な

町長 

 

町長 

政策推進室 

観光産業課 

町長 

政策推進室 

 

 

町長 

町長 

秘書広報室 
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先人等の言葉を引用されている。多くが

哲学的な言辞だが、品格に係る部分もあ

る。それをどう生かしてきたのか。 

⑤三芳町第６次総合計画がめざす将来像に

も、世界農業遺産等の記述とともに「都

市の品格」についての意識化、アプロー

チ、明文化が必要ではないか 

２）任期２年目を迎える町長の令和６年度予

算編成へ向けての姿勢について 

①町長の姿勢の点で、やる気が表明される

令和６年度であってほしい。林町政４期

目の最初の１年が終わろうとしている

が、任期は長いようで短い。そして、町

民は待てない。そう感じていないか 

 ②令和６年度は行政改革大綱、まち・ひと・

しごと創生総合戦略、地域公共交通計画

など計画づくりが目白押しだが、計画待

ちにならないでいただきたいと思うがど

うか 

③町には「普段通り文化、伝統を大事にし

継承していく」人々の営みがあり、それ

に加えて「人や子どもが増え」「バスが行

き交い、人びとが元気に動き回る」町と

いう素朴なスローガンは理想と思うがど

うか 

④来年度を最終年とする第２期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略は、「人口減少を

和らげる」がスローガン、第５次総合計

画も「人口減を見据え、若年世代の定住

を図る」と人口減を当然視してきたが、

次期の計画づくりに向けて、それをどう

考えているのか 

３）切望される町長のイニシアチブ 

①人口、子どもが増えている自治体に学ぶ

べきではないか 

ア 人口増３００市町村（２０２０国勢

調査）から学ぶものは何だろうか 

イ 埼玉県滑川町の取り組みをどう見る 

  か 

ウ 「子ども、人口が増える町」「バスが

にぎやかに行き交う町」を実現する

だけで、いろいろな面で大変化が生

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

政策推進室 

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 
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まれるのではないか 

エ 町長のイニシアチブが切望される。

重要政策会議はどうなっているのか 

②６割の「モノ言わぬ多数派」の思い、国

際交流もいいが足元を何とかしてからに

せよという人、三芳町の財政力指数が高

いからといってもそれが生かされている

のかという人、所沢新市長の子育て支援

策の公約が実行されたら町長はどうする

のだろうという人、など町民のまなざし

にどう応えるか 

③来年度以降何をやるべきか見えているの

ではないか 

ア 給食費無償化 

 

イ コミュニティバス運行 

④前議会で「すぐに撤去したい気持ち」と

町長答弁があった不法投棄ゴミ撤去問題

―要綱の法的検討、自治体処理へと一気

に深化させてはどうか 

⑤やるべきことをやっていればこその品格

というものもあるのではないか 

⑥令和６年度は具体化・実行の年ではない

か 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

こども支援課 

学校教育課 

政策推進室 

町長 

環境課 

 

 

町長 

政策推進室 

町長 

 


